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第
14
回
定
時
総
会

収
支
決
算
の
承
認
・

新
役
員
の
選
任

　

公
益
社
団
法
人
静
岡
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
第
14
回
定
時
総
会
が
６
月

17
日
に
静
岡
労
政
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
き
、
一
木
理
事
長
か

ら
「
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
第
２
次
中
期
計
画
を
実
施

し
て
き
た
。こ
の
計
画
の
終
了
に
伴
い
、

新
た
に
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度

の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
『
第
３

次
中
期
計
画
』
を
策
定
し
、
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。

挨拶する一木理事長

表彰状を授与される川口会員

第14回定時総会

　
『
第
３
次
中
期
計
画
』
で
は
、
第
２

次
中
期
計
画
の
事
業
の
成
果
を
検
証

し
、
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
や
セ
ン
タ

ー
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま

え
て
、
第
２
次
中
期
計
画
を
継
承
し
、

５
年
間
の
計
画
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
第
13
回
定
時
総
会

で
は
、
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の
変
更
を

承
認
い
た
だ
い
た
。
従
来
は
１
年
以
上

在
会
し
、
80
歳
以
上
の
就
業
を
希
望
し

な
い
方
が
移
行
で
き
る
制
度
で
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
80
歳
未
満
の
方

か
ら
、
制
度
を
利
用
し
た
い
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
た
め
、
年
齢
制
限
を
撤
廃

し
、
１
年
以
上
在
会
で
就
業
を
希
望
し

な
い
方
は
、
ど
な
た
で
も
移
行
で
き
る

制
度
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
退
会
抑
制

の
拡
充
策
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
結
果
と
し
て
、
令
和
７
年
度
か

ら
新
た
に
56
名
の
方
が
ゴ
ー
ル
ド
会
員

に
移
行
さ
れ
た
。
ゴ
ー
ル
ド
会
員
を
継

続
さ
れ
た
６
名
を
合
わ
せ
て
62
名
の
方

に
制
度
を
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
退

会
抑
制
策
と
し
て
、
一
定
の
効
果
が
得

ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

本
年
度
に
つ
い
て
は
、『
第
３
次
中

期
計
画
』
の
初
年
度
で
あ
る
。
計
画
に

沿
っ
た
事
業
を
実
施
し
、「
会
員
数
の

増
加
」、「
就
業
機
会
の
拡
大
」、「
安
全
・

適
正
就
業
の
推
進
」、「
運
営
組
織
の
活

性
化
」
こ
れ
ら
４
つ
の
重
点
目
標
の
達

成
の
た
め
、計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
長
年
に
わ
た
り
事
業
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞

者
82
名
の
会
員
を
代
表
し
て
、
川
口
令

子
会
員
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
定
時
総
会
に
入
り
、
議
長

に
一
木
理
事
長
が
選
出
さ
れ
、
出
席
会

員
数
等
資
格
審
査
報
告
（
会
員
数
２
，

５
４
４
名
、
う
ち
出
席
者
、
議
決
権
行

使
数
及
び
委
任
状
の
合
計
１
，
６
６
９

個
）
に
よ
り
定
足
数
を
満
た
し
、
総
会

が
成
立
し
て
い
る
旨
を
議
長
が
宣
言
し

た
後
、
議
事
録
署
名
人
の
指
名
が
行
わ

れ
、続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　
令
和
６
年
度
決
算（
案
）

に
つ
い
て

　

議
案
説
明
後
、監
査
結
果
に
つ
い
て
、

監
査
人
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

第
２
号
議
案　
理
事
１
名
の
選
任（
案
）

に
つ
い
て

　

以
上
２
件
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
、
併
せ
て
４
件
の
報
告
が
事

務
局
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

◆
新
役
員

理　

事　
　

杉
田　

文
昭

（
静
岡
市
高
齢
者
福
祉
課
長
）
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委員会の活動状況

スマスマ登録相談会仕事紹介チラシ

　令和６年度活動計画に掲げた「就業先の
拡大の検討」について報告します。
　具体的な委員会の取組として、就業先の
拡大方法等を検討、就業開拓を実施する事
務局に対し、指導・助言を行いました。
　実績としては、一般家庭からの発注を想
定した『仕事紹介チラシ』の作成につなが
り、全会員へ配付されました。また、令和
７年度は、同チラシに利用料金を載せ、軽
作業班等のグループリーダーへ配付し、作
業先での就業拡大に活用していただいてい
ます。
　他のセンターで
は、会員が日常的
にそれぞれの地域
で口コミ等による
就業の開拓に取り
組んでいる事例も
多くあります。
　ぜ ひ、『仕 事 紹
介チラシ』の活用
をお願いします。

　当委員会では、令和７年度は、「静岡市
組回覧チラシ（会員募集）の実施」、「普及
啓発チラシ（会員募集）の配架」、「会員の
デジタル利用の推進」、「地区班活動の推
進」、「会報誌『シルバーしずおか』の編集・
発行」の５項目について実施していきます。
　委員会からは、５月開催の班長会を通じ
て、全会員の皆様に、「熱中症予防」チラ
シを配付しました。
　また、委員による会員専用ページ「Smile 
to Smile」の登録相談会を、７月に東西両
事務所で開催しました。初めての試みで不
慣れな点はありましたが、参加いただいた
皆様とコミュニケーションを取りながら登
録してもらうこ
と が で き ま し
た。
　今後も会員の
皆様のデジタル
利用の推進に、
取り組んでいき
ます。

　当委員会は、駐車場、駐輪場等の管理業
務に関する事項を所掌事務としています。
　令和７年度も就業現場訪問を実施予定で
す。現場訪問は委員会メンバー全員が参加
し、就業状況の確認、市民の皆様との応対
や課題を共有することが目的です。委員は
聞く耳を持って参加し、現場の意見をたく
さん聞くこととしています。市民の皆様は、
センター会員の就業の様子を見ていること
を忘れず、安全就業を心掛けてください。
　なお、管理業務に携わる会員向けの接遇
講習会を開催予定です。詳細は決定次第、
対象の皆様にお知らせしますので、ぜひ、
参加してください。

　昨年、草刈機（チップソー）使用届出制
を導入し、賠償事故は大きく減少したため、
一定の効果が得られたと考えます。
　また、植木剪定班において、技能講習会
の会場や内容の検討を始めました。現在、
未就業または植木剪定作業希望の会員にご
参加いただき、一人でも多くの方の就業に
結び付けばと思います。
　今後も新たな課題が発生すると思います
が、今まで以上に会員の皆様と一緒に取り
組んでいきたいと思いますので、ご協力を
よろしくお願いします。

植木剪定座学講習会管理事業専門委員会
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Ｒ６交通安全教室での反射神経テストＲ６女性向け入会説明会

　今年度の活動計画は、女性向け入会説明
会を行いたいと、一番に考えています。
　東西の手芸班メンバーの協力のもと、参
加者の方に作成体験をしていただき、作る
楽しさや完成した際の喜びを感じてもらい
たいと思います。また、座談会では肩肘張
らず、センターの楽しさをお伝えできる雰
囲気を作り、一人でも女性会員を増やして
いくことができたらと思います。
　まずは、参加者を集められるよう、チラ
シにも工夫
を重ね、多
方 面 に P R
していきま
すので、ご
協力をよろ
しくお願い
します。

　令和７年7月までの事故件数は、前年同
時期より傷害は３件、賠償は４件増加して
います。
　各委員会の安全就業への取組として、就
業 委 員 会 で は、体 調 不 良 時 の 救 急 通 報

（119）利用を前号（79号）に掲載、総務・
広報専門委員会では全会員へ「熱中症予防」
チラシの配付、技能・軽作業事業専門委員
会では、関係会員への草刈機による事故防
止の注意喚起等を
行っています。
　今後、会員専用
ペ ー ジ「Smile to 
Smile」に 安 全 に
係るお知らせを掲
載していきますの
で、活用いただき、
安全就業を心掛け
てください。

委員会の活動状況

事 故 発 生 状 況

件数 事故の状況 傷害の程度

１ 除草作業中、手鎌で草を切った際、手元が滑り刃が左小指に触り切傷した。 左手小指切傷（５針縫合）

２ 午前の作業が終了し、急いでトイレに向かっていたところ、つまずき転倒。その際、右膝を骨折した。 右膝蓋骨骨折

３ 除草作業中、低木より伸びた草を切った際、片手で道具を持ち、右から左に振った時に刃が左手中指、薬指に接触
して切傷した。

左手中指、薬指切傷
（２針縫合）

４ 敷地内を移動中、側溝のグレーチングが不備により外れ、足がはまった際に腰をひねった。 腰部捻挫

５ 道具を台車で運搬中、台車に足を引っかけ転倒。その際、左腕、左足、頭部を打ち付け負傷した。 左手首・左大腿骨骨折、
頭部打撲裂傷

６ 駐車券を印刷するロール紙を交換する際、ロール紙を包装しているビニールが破けていることに気付かず、持った
際に破けている箇所からロール紙が左足親指に落下し、負傷した。 左足親指圧迫挫傷

【①傷害事故　就業中】

件数 事故の状況 賠　償　額　等

１ 更衣室にて上着をハンガーラックに掛ける際、付近にあったテレビに上着をひっかけてしまい、台からテレ
ビが落下し、破損させた。

対　象：16インチ液晶テレビ
代替品を発注者が用意したため、申請取り下げ

２ 男子トイレの清掃作業中、陶器製の小便器の目皿を洗っていた際、誤ってこれを落とし、破損させた。 対　象：小便器の目皿
賠償額：9,196円

３ 浴室清掃作業中、右手で浴槽の蛇口を操作中に床濡れの滑りによる転倒を防ぐため、左手をタオルハンガーに強く
掛けてしまい、破損させた。

対　象：タオルハンガー
賠償額：7,249円

４ エンジン式バリカンを使用して植え込みの刈込中、常設されていた電源コードに気付かず、切断した。 対　象：電源コード
賠償額：28,800円

５ 垣根の刈込作業中、ハサミで上部を刈っていた際、給湯器と室内のコントローラーをつなぐケーブルに気付
かず、切断した。

対　象：給湯器ケーブル
賠償額：5,500円

６ チップソー（石トバサーズ）での作業中、本来建物側にするべき養生シートをぜず、小石を飛ばしてガラスサッシ
にひびを入れた。

対　象：窓ガラス
賠償額：査定中

７ かごカートの片付け作業中、駐輪場に停めようとしていたバイク後方にかごカートを接触させ、バイクの運転手に
ケガを負わせた。

対　象：人身（頸椎捻挫）
賠償額：査定中

【③賠償事故】

件数 事故の状況 傷害の程度

１ 自転車で就業途上、右方向から進行してきた自転車と接触し、転倒。その際、右鎖骨を骨折した。 右鎖骨骨折

【②傷害事故　就業途上・帰路】

（令和７年４月～７月末日） 
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静岡県シルバー人材センター連合会　静岡市事務所　衛生委員会
　当センターは、静岡県シルバー人材センター連合会静岡市事務所として、派遣事業を行っています。
令和６年度は348名の会員の皆様が派遣労働者として就業されました。
　衛生委員会は、常時50名以上の労働者を使用する事業所ごとに設置が義務付けられています。委
員会は毎月開催しており、令和６年度第12回以降の議題等は下表のとおりです。

　衛生委員会で扱った議題の詳しい情報
を、会 員 専 用 ペ ー ジ「Smile to Smile」に
掲載していますので、ご覧いただき、ご活
用ください。（関連記事６頁）

　また、今年度も派遣事業の作業現場訪問
を計画しています。現場訪問では、派遣契
約の内容は守られているか、安全な就業環
境であるか等、派遣会員の皆様の就業状況
の確認を行います。

　派遣先によって職場の環境や待遇は違い
ますが、会員の皆様が安心・安全に働ける
よう、当会報やキャリアアップ研修等を通
じて、今後も情報提供をしていきます。

年に一度は 健康診断

■衛生委員会審議事項等
　衛生委員会では、毎月の派遣事業実績の報告、長
時間就業のほか、下記の議題等について意見交換を
しました。

　健康診断は、自身の健康状態を確認し、からだの異常を早期に発見できるチャンス
です。とくに、生活習慣病などの病気は、発症初期や予備軍の段階では、ほとんど自覚症状があ
りません。そのため、毎年の健康診断の数値を比較し、からだの変化を読み取ることが大切です。

　検査結果を見るときは、各検査で何がわかるのかを理解することも大切です。高血圧症や糖尿
病などの生活習慣病は、食事や運動、喫煙、飲酒などのライフスタイルが大きな影響を及ぼして
います。

健康診断を受けて終わりではなく、その結果を
生活改善に取り組む際のヒントとして活用しましょう！
健康診断を受けて終わりではなく、その結果を
生活改善に取り組む際のヒントとして活用しましょう！

●１年前のデータと比較して、数値の変化を確認しましょう。
●医師等による問診の際、からだの不調や気になる症状があれば相談してみましょう。
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静
岡
市
昭
和
100
年
の
あ
ゆ
み

〜
旧
静
岡
市
編
①
〜

特特
集集

　

静
岡
市
は
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）

日
本
で
最
初
に
市
制
施
行
さ
れ
た
31
市

の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

静
岡
市
、
清
水
市
の
合
併
は
、
平
成

10
年
（
１
９
９
８
）
両
市
で
合
併
協
議

会
を
設
置
し
、
合
併
の
是
非
を
含
め
、

協
議
が
ス
タ
ー
ト
。
難
産
の
末
平
成
14

年
（
２
０
０
２
）
静
岡
、
清
水
両
市
の

合
併
を
官
報
で
告
示
さ
れ
て
い
る
。静岡市役所本館昭和９年完成

現在点検、補修中

昭和３年起工の静清国道１号線
長沼、古庄付近（昭和31年）

呉服町通商店街（防火帯）
両側全体が共同防火建築商店

市
政
と
市
域
拡
大

　

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
行
わ

れ
た
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
静
岡

市
の
世
帯
数
２
６
，３
０
５
、
総
人

口
１
３
６
，４
８
１
人
、
男
性
６
９
，

６
５
４
人
、
女
性
６
６
，８
２
７
人
と

な
っ
て
い
る
。
市
域
を
広
げ
る
た
め
昭

和
３
年
（
１
９
２
８
）
豊
田
村
、
同
４

年
に
安
東
村
、
大
里
村
、
同
７
年
に
賤

機
村
、
同
９
年
に
は
千
代
田
村
、
麻
機

村
、
久
能
村
、
長
田
村
、
大
谷
村
が
加

わ
り
広
い
市
域
と
な
っ
た
。
昭
和
25
年

（
１
９
５
０
）
の
国
勢
調
査
で
は
、
総

人
口
２
３
８
，６
２
９
人
と
な
り
、
20

年
間
で
人
口
が
約
10
万
人
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

歴
代
市
長
は
、
明
治
22
年
星
野
鉄
太

郎
が
初
代
で
大
正
を
経
て
昭
和
に
な

り
、５
代
小
島
源
三
郎
、
宮
崎
通
之
助
、

菅
貞
仁
、
尾
崎
元
次
郎
、
稲
森
誠
次
、

増
田
茂
、
山
田
順
策
、
松
永
彦
雄
、
荻

野
準
平
、
河
合
代
悟
、
天
野
進
吾
、
小

嶋
善
吉
、
田
辺
信
宏
各
市
長
が
続
き
、

令
和
５
年
か
ら
現
職
の
難
波
喬
司
市
長

が
第
20
代
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
が
頻
発
（
大
災
害
）

　

昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）
静
岡
大

火
が
発
生
す
る
。
１
月
15
日
正
午
過

ぎ
、
市
内
新
富
町
の
民
家
煙
突
か
ら
出

火
、
晴
天
続
き
の
乾
燥
と
強
い
西
風
の

た
め
、
火
の
粉
が
四
方
八
方
に
飛
び
火

し
、
消
火
も
ほ
と
ん
ど
出
来
ず
、
市
街

地
86
ヶ
町
、
５
千
戸
以
上
を
焼
き
尽
く

し
、
２
万
人
以
上
の
被
災
者
は
茫
然
と

焼
け
跡
に
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。
や
が

て
、
官
民
一
体
と
な
り
、
復
興
に
向
け
、

立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

　

昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
に
始
ま
っ

た
太
平
洋
戦
争
は
南
方
戦
線
か
ら
徐
々

に
日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
始
ま
り
、
静

岡
市
も
Ｂ
29
の
爆
弾
と
焼
夷
弾
で
昭
和

15
年
の
大
火
後
の
復
興
し
た
市
街
地
が

再
び
焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
私
が
国
民

学
校
２
年
時
、
暗
く
し
た
家
の
中
で
空

襲
警
報
発
令
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て
い
た

記
憶
が
あ
る
。「
東
部
軍
管
区
情
報
Ｂ

29
御
前
崎
南
方
海
上
」
が
繰
り
返
し
放

送
さ
れ
、
し
ば
ら
く
し
て
Ｂ
29
で
あ
ろ

う
編
隊
の
轟
音
に
防
空
壕
の
中
で
母
親

に
し
が
み
つ
い
て
い
た
こ
と
が
今
で
も

は
っ
き
り
思
い
出
さ
れ
る
。
同
年
６
月

20
日
の
静
岡
の
空
襲
で
は
、
死
者
約

２
千
人
、
被
災
者
約
12
万
人
、
爆
弾
と

焼
夷
弾
に
よ
っ
て
全
市
こ
れ
ま
で
に
な

い
大
被
害
と
な
っ
た
。

　

七
夕
豪
雨
、
昭
和
49
年（
１
９
７
４
）

７
月
７
日
に
降
り
出
し
た
雨
は
５
０
０

ミ
リ
を
超
え
る
豪
雨
と
な
っ
て
静
岡
、

清
水
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

中
小
河
川
の
氾
濫
、
堤
防
の
決
壊
も
多

く
あ
っ
た
。
旧
静
岡
市
の
死
者
23
人
、

家
屋
の
全
半
壊
１
７
２
戸
、
床
上
浸
水

約
１
万
戸
、
他
に
も
被
害
は
多
々
あ
っ

た
が
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
の
復
興
と

な
っ
た
。

　

昭
和
15
年
の
静
岡
大
火
、
昭
和
20
年

の
空
襲
に
よ
る
火
災
と
二
度
に
わ
た
る

火
災
を
経
験
し
た
静
岡
市
は
、
街
の
復

興
と
防
災
意
識
を
取
り
入
れ
、
昭
和
33

年
（
１
９
５
８
）
全
国
に
先
駆
け
呉
服

町
防
火
建
築
共
同
店
舗
が
完
成
し
て
い

る
。

編
集
委
員　
青
柳
清
治

参
考
文
献
「
静
岡
市
の
百
年
」
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中
山
葡
萄
園

職職
場場
訪訪
問問

足久保口組にある中山葡萄園

中山園主（左）と西事務所職員の髙田コーディネーター（右）

たわわに実るマスカット

作業中の海野会員（左）と望月会員（右）

　

７
月
初
め
の
午
前
中
、
市
街
地
か
ら

山
間
部
に
位
置
す
る
葵
区
足
久
保
口
組

で
、
マ
ス
カ
ッ
ト
を
栽
培
さ
れ
て
い
る

中
山
葡
萄
園
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
葡
萄
園
は
、
足
久
保
川
沿

い
に
あ
り
、
自
然
豊
か
な
風
景
を
目
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
近
く
に
お
住
ま
い
の

望
月
会
員
、
海
野
会
員
の
姉
妹
の
お
二

人
が
就
業
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

ぶ
ど
う
は
季
節
の
も
の
で
あ
り
、
就

業
期
間
は
６
月
末
か
ら
８
月
末
ま
で
の

短
期
間
作
業
で
、午
前
中
、場
合
に
よ
っ

て
は
午
後
の
作
業
も
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

葡
萄
園
の
面
積
は
１
反
歩（
１
０
０
０

㎡
）
あ
り
、
園
主
の
中
山
さ
ん
の
丹
精

込
め
ら
れ
た
マ
ス
カ
ッ
ト
が
、
た
わ
わ

に
実
っ
て
い
ま
し
た
。
お
二
人
の
担
当

は
、
実
っ
た
マ
ス
カ
ッ
ト
の
摘
果
作
業

と
、
種
な
し
に
す
る
た
め
の
ジ
ベ
レ
リ

ン
液
を
か
け
、
一
房
ず
つ
虫
除
け
・
雨

除
け
の
た
め
白
い
袋
を
か
け
て
い
く
作

業
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
私
達
消
費

者
が
種
の
な
い
ぶ
ど
う
を
食
べ
ら
れ
る

の
は
、
こ
の
よ
う
な
根
気
の
い
る
大
変

な
作
業
を
し
て
い
る
農
家
の
皆
様
方
の

お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
マ
ス
カ
ッ
ト
は
８
月
末
ま

で
お
世
話
を
し
て
、
９
月
の
出
荷
を
待

つ
そ
う
で
す
。

　

姉
妹
の
お
二
人
は
、
と
て
も
楽
し
そ

う
に
作
業
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
就
業
し
始
め
た
頃
は
常
に
上
を
向

い
て
い
る
た
め
、
首
が
辛
く
て
大
変

だ
っ
た
作
業
が
三
日
で
慣
れ
、
今
は
全

く
平
気
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
熱
中

症
対
策
の
上
、
無
理
せ
ず
作
業
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
。
中
山

さ
ん
に
感
謝
！
」「
マ
ス
カ
ッ
ト
を
真

心
こ
め
て
お
世
話
を
し
て
、
購
入
さ
れ

る
お
客
様
の
喜
ぶ
顔
が
浮
か
び
励
み
に

な
り
、
喜
び
で
す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

美
し
い
山
並
み
や
澄
ん
だ
空
気
を
感

じ
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
生
き
生
き
と

作
業
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姉
妹
の
お
二

人
の
姿
が
、
と
て
も
新
鮮
で
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
暑
い
中
で
す
が
、
健
康
に

留
意
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
ま
た
、
中
山
さ
ん

の
葡
萄
園
は
市
内
に
も
う
一
か
所
あ

り
、
そ
ち
ら
に
は
前
林
会
員
、
築
地
会

員
の
お
二
人
が
就
業
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
足
久
保
口
組
は
、
静
岡

茶
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
る
茶
所
で

あ
り
、
傾
斜
地
に
広
が
る
棚
茶
畑
が
特

徴
で
す
。
地
場
産
業
と
し
て
、
茶
農
業

協
同
組
合
の
施
設
「
足
久
保
テ
ィ
ー

ワ
ー
ク
ス
」
で
は
、
カ
フ
ェ
で
お
い
し

い
お
茶
の
提
供
を
し
て
お
り
、
ぶ
ら
歩

き
も
楽
し
み
の
一
つ
と
の
情
報
も
耳
に

し
ま
し
た
。

編
集
委
員　
川
口
令
子
・
矢
田
多
摩
子
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～いっしょに、笑顔の畑をつくりませんか？～

東事務所　TEL：054-351-1150

おらんち農園（清水区山切）

見学希望の方はご案内します
お問い合わせは、下記の事務所へお待ちしています！

とうもろこし ゴーヤ 里芋

季節の野菜をみんなで育てています

おらんち農園では、

地域に根ざした農作業を通じて、

生きがい”や 仲間づくり”を

大切に活動しています。

作業は無理なく・楽しく

農業未経験の方も大歓迎です。

” ”
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会員互助会活動報告【 】
　令和６年度の定期総会における総会の廃止及びその権能の役員会への移譲に伴い、令和７年５月
19日開催の令和７年度第１回会員互助会役員会において、令和６年度事業報告及び収支決算の承
認並びに、令和７年度事業計画及び収支予算が決定しましたので、本会報誌にて会員の皆様にご報
告します。
　また、役員会では、新規入会者や再入会者の獲得に向けた、既存の同好会活動の活性化などの取
組について検討をしています。

■令和６年度事業報告
１　給付事業
77歳祝金　57件　179,000円
病気見舞金及び弔慰金の支出なし
２　意識向上、親睦融和の事業
日帰り旅行（豊洲・千客万来、浅草寺）
令和６年11月16日（土）・19日（火）
参加者計75人
３　文化活動事業
　・助成金支給団体
親墨会（書道同好会）、静岡市ＳＣカラオケ同好会、
ゴルフクラブ同好会、グランドゴルフ同好会、
健康麻雀同好会、小さな旅同好会
４　その他
　・センター入会説明会での入会案内及び同好会
	 勧誘チラシの配布　年44回
　・センター会報誌「シルバーしずおか」での
	 互助会活動のＰＲ　年２回

科　　目 当初予算額 決 算 額
会 費 898,000 823,000
負 担 金 640,000 600,000
雑 収 入 100 822
当期収入合計 1,538,100 1,423,822
前期繰越額 1,565,640 1,565,640
収 入 合 計 3,103,740 2,989,462

慶 弔 費 401,000 179,000
親睦旅行費 870,000 848,336
助 成 費 102,000 73,200
印刷製本費 110,000 106,240
事 務 費 260,000 250,679
消 耗 品 費 31,000 14,785
会 議 費 178,000 145,000
賃 借 料 20,000 19,485
予 備 費 1,131,740 0
当期支出合計 3,103,740 1,636,725
次期繰越額 1,352,737

■令和６年度収支決算書	 単位：円

■令和７年度事業計画
１　給付事業
　慶事祝金、病気見舞金、弔慰金の給付
２　意識向上、親睦融和の事業
　親睦旅行の実施
３　文化活動事業
　会員趣味同好会への助成
４　その他
　・センター入会説明会での入会案内及び同好会
	 勧誘チラシの配布
　・センター会報誌「シルバーしずおか」での
	 互助会活動のＰＲ

■令和７年度収支予算書	 単位：円
科　　目 予 算 額 前年度増減額
会 費 793,000 -105,000
負 担 金 720,000 80,000
雑 収 入 1,000 900
当期収入合計 1,514,000 -24,100
前期繰越額 1,352,737 -212,903
収 入 合 計 2,866,737 -237,003

慶 弔 費 337,000 -64,000
親睦旅行費 920,000 50,000
助 成 費 96,000 -6,000
印刷製本費 40,000 -70,000
事 務 費 90,000 -170,000
消 耗 品 費 17,000 -14,000
会 議 費 111,000 -67,000
賃 借 料 0 -20,000
予 備 費 1,255,737 123,997
当期支出合計 2,866,737 -237,003
当期収支差額 -1,352,737 212,903
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日帰り親睦旅行 参加者募集！
会員互助会

互助会会員であれば、どなたでもご参加いただけます。新たな出会いの場として、また、
就業先のお仲間等の懇親の場として、ぜひご参加ください。この機会の入会もＯＫです！

【日程・定員】 ①平日 令和７年１１月５日(水) 定員４０名
②週末 令和７年１１月９日(日) 定員４０名

【参加負担金】 ①②ともに８，０００円
※定員に満たない場合、互助会会員以外の参加は10,000円

【受 付 日 時】 １０月６日(月)・７日(火)　９時～１５時まで
※定員になり次第、締め切り

【受 付 場 所】 東事務所または西事務所
※所定の用紙に必要事項を記入し、参加負担金を添えて、お申込みください。

【注 意 事 項】 ・電話での仮予約は行いません。
・参加負担金の支払いをもって、申込み完了です。
・受付には、ご本人が来所してください。
　ただし、お二人で相席したい場合は、代表者でも構いません。

お昼は　
峠の釜めしです！

■
親
墨
会
（
書
道
同
好
会
）

代
表
者
：
安
倍
会
員

活
動
日
：
毎
月
１
回

活
動
場
所
：
東
事
務
所
大
会
議
室

活
動
内
容
：
賞
状
、
宛
名
書
き
等
の

勉
強
会

■
健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ

代
表
者
：
中
村
会
員

活
動
日
：
毎
月
第
１
・３
水
曜
日

活
動
場
所
：
静
岡
市
葵
区
あ
の
字

活
動
内
容
：
麻
雀
親
睦

■
静
岡
市
Ｓ
Ｃ
カ
ラ
オ
ケ

代
表
者
：
中
上
会
員

活
動
日
：
毎
月
第
４
土
曜
日

活
動
場
所
：
静
岡
市
葵
区
喫
茶
カ
ン

活
動
内
容
：
カ
ラ
オ
ケ
親
睦

■
小
さ
な
旅

代
表
者
：
前
島
会
員

活
動
日
：
不
定
期

活
動
場
所
：
静
岡
市
内
外
各
所

活
動
内
容
：
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
日
帰
り
旅
行

■
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表
者
：
源
平
会
員

活
動
日
：
奇
数
月
第
４
月
曜
日

活
動
場
所
：
富
士
見
ヶ
丘
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部

活
動
内
容
：
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

代
表
者
：
前
田
会
員

活
動
日
：
毎
月
第
２
、４
水
曜
日

活
動
場
所
：
静
岡
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
室

活
動
内
容
：
患
者
さ
ん
に
使
用
す
る

布
（
ウ
エ
ス
）
を
切
る

作
業

■
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

代
表
者
：
棟
髙
会
員

活
動
日
：
毎
月
１
回

活
動
場
所
：
静
岡
市
葵
区　

池
の
森

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

活
動
内
容
：
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加

【
同
好
会
活
動
紹
介
】

　

会
員
互
助
会
で
は
、
互
助
会
会
員
の

生
き
が
い
や
、
就
業
意
欲
を
高
め
る
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
活
動
の
原
動

力
を
養
う
た
め
に
結
成
さ
れ
た
趣
味
、

教
養
向
上
等
の
活
動
に
対
し
て
、
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
同
好
会
へ
の
参
加
希
望
や
新
し
い
同

好
会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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事
務
局
か
ら
の

　
　

 

お
知
ら
せ

　『就
業
報
告
書
』
は
作
業
終
了
後

速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
業
務
委
託
料
等
の
振
込
先
口

座
の
変
更
は
、
お
近
く
の
事
務
所
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
電
話
で

の
変
更
は
受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
・
団

体
の
皆
様
で
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
株
式
会
社

鈴
与
株
式
会
社

清
水
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社
清
水
銀
行

レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
清
水
工
場

株
式
会
社
天
野
回
漕
店

静
岡
商
工
会
議
所

日
本
ケ
ミ
カ
ル
工
業
株
式
会
社

天
幸
興
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ム
ラ
マ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
コ
ウ
ノ

清
文
堂

中
央
観
光
ト
ラ
ベ
ル

株
式
会
社
シ
バ
タ
工
機

公
益
財
団
法
人
静
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

丸
大
食
品
株
式
会
社
名
古
屋
営
業
所

（
登
録
順
・
敬
称
略
）

〈
東
事
務
所
手
芸
班
〉

■
浜
田
交
流
館
ま
つ
り

日
程
：
11
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

会
場
：
浜
田
生
涯
学
習
交
流
館

〈
西
事
務
所
手
芸
班
〉

■
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ

日
程
：
10
月
25
日
（
土
）

会
場
：
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
あ
ざ
れ
あ
」

西事務所手芸班

東事務所手芸班

出典元：静岡県交通安全対策協議会

　手
芸
班
が
参
加
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

　
令
和
６
年
11
月
１
日
に
道
路
交
通

法
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車
運
転
中
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
用
す
る

「
な
が
ら
運
転
」
の
罰
則
が
強
化
さ

れ
、「
酒
気
帯
び
運
転
及
び
ほ
う
助
」

が
新
た
に
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
は
、
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
す

る
交
通
反
則
通
告
制
度
（
い
わ
ゆ
る

「
青
切
符
」）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
制
度
で
は
、
16
歳
以
上
の

自
転
車
運
転
者
に
は
、
自
動
車
等
と

同
様
、
信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
、

傘
さ
し
運
転
等
の
比
較
的
軽
微
な
違

反
行
為
に
つ
い
て
、
反
則
金
が
科
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

酒
気
帯
び
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な

違
反
行
為
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
同

じ
く
刑
事
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
に
よ
る
事
故
か
ら
自
分
自

身
や
周
囲
の
人
を
守
る
た
め
に
ル
ー

ル
を
確
認
し
、
安
全
に
自
転
車
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
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